




 

 
 

 
 

 



 
 



1 
 

 
 

 
 



2 
 

 
 

簡略名称 正式名称・説明 

- 
Physician Scientist 

→優れた科学的思考力を備えた医師 

ITC 
インフォメーションテクノロジーセンター 

→義塾に必要な情報基盤を効果的に提供することによって、義塾の教育・研究の 

発展および義塾の円滑な運営に寄与するセンター 

- 
医療系三学部合同教育 

→医学部・看護学部・薬学部の医療系学部学生同士で学ぶ多職種教育 

MCB 
Molecular Cell Biology 

→基礎分子細胞生物学 

EEP 
Early Exposure Program  

→本格的医学教育前の早期医療現場体験実習 

keio.jp 
慶應義塾共通認証システム（keio.jp） 

→義塾が提供する各種オンラインサービスを安全かつ便利に利用するための認証 

システム 「慶應義塾共通認証システム」の通称 

CITI 
Collaborative Institutional Training Initiative 

→e ラーニングによる研究者行動基盤教育を提供しているサービス 

CAL 
クリニカル・アナトミー・ラボ 

→ご遺体を用いて臨床技能教育を行うセンター 

KAPPA 
Keio ACLS Popularizing Promoting Association 

→ACLS および BLS を中心とした救急救命関連の勉強会や講演会を行う学生団体 

OMP 
One minute preceptor OMP 

→臨床実習における 1 分間で行う形成的評価法 

- 

米国 SGB コンサルタント／イリノイ大学（シカゴ校） 

→米国医学教育の草分けであるイリノイ大学教育部門の責任者を務めてきた指導

者やスタッフにより運営されている教育コンサルタント機関で、カリキュラムデ

ザイン、FD、医学教育評価も含む、あらゆる医学教育に関連するコンサルト業務

を行っている 

- 

Keio Medical Alliance プログラム 

→国内最大規模の関連病院群を擁する慶應メディカルアライアンスの雰囲気を肌

で感じてもらうことを目的に、専門医研修や初期臨床研修のプログラムを提供す

る慶應義塾大学の 19 の診療部門と 15 の関連病院が実施する説明会および個別

相談会 参加対象は初期臨床研修医および医学部生 

K-RIS 
Keio Researchers Information System 

→慶應義塾の教育研究業績データベース 
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簡略名称 正式名称・説明 

JKiC 

JSR 慶應義塾大学医学化学イノベーションセンター 

→産学医連携の下、健康医療分野における新規事業創出・人材育成を行うイノベー

ションセンター。慶應義塾の医療分野研究と JSR 社の化学素材分野研究を産学医

連携支援の下、健康長寿社会を支える診断・治療技術や医療支援技術の確率と普

及につながる事業化研究を行う。JSR 社が建築施工し、慶應義塾に寄贈する。 

2017 年 10 月開所予定 

CCR 

クリニカルリサーチセンター 

→2014 年より臨床研究推進センターに改称 

臨床研究推進センターでは、様々な形で研究開発を支援する。 

治験や臨床試験を、PhaseI 段階から受注する。 

ARO 機関として、アカデミア発研究シーズの医師主導治験をサポートする。 

治験に入る前の非臨床試験のデザイン・評価・規制対応についての支援を行う。 

基礎研究や非臨床試験に必要な様々な研究リソースを提供する。 

知的財産戦略・共同研究・ライセンスアウトなど事業化に関する支援を行う。 

これらの支援担当者が、密接に連携を取り、切れ目のないトータルパッケージの

研究開発支援を行えるのが特色である 

IMA 
国際医学研究会（INTERNATIONAL MEDICAL ASSOCIATION） 

→毎年夏休みを利用して南米で国際医療活動を行う学生団体 

- 
International Student Elective Program 

→海外医学部留学生の短期病院実習受入プログラム 

URA 
University Research Administrator 

→教育専任教員ならびに研究環境を向上させるための産学官連携コーディネーター 
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[図表１] 教育目標 

独立自尊の気風を養い、豊かな人間性と深い知性を有し、

確固たる倫理観に基づく判断力をもち、生涯にわたって医学の研鑚を続け、

医学と医療をとおして人類の福祉に貢献する人材を育成する。
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[図表２] 卒業コンピテンス 

 

   

 

 

 
 

 

 
 

 
慶應義塾大学医学部学生は卒業までに、コンピテンスⅠ～Ⅶ 
（科目の履修により修得される能力）を身につける。 

I. プロフェッショナリズム 
　慶應義塾大学医学部学生は、卒業時に、  

人間の尊厳を尊重し、患者の福利を優先して行
動できる。
医師としてふさわしい身なり、振る舞いをする
ことができる。 
医の倫理と生命倫理の原則を理解し、それに基
づき、考え、行動できる。
法的責任・規範を遵守する。
医療資源、医療システムの公平性を理解し、患
者、患者家族の心理・社会的要因と社会 的背景
に配慮し、その立場を尊重する。
患者の自律性を尊重し、敬意、思いやり、共 感、
誠実、正直、高潔な心で、対応することができ
る。
自己の知識、技能、態度の向上を目指し、 生涯
にわたり自律的に学びつづけることができる。
独立自尊の気風を養い、自己管理・自己評価を
行い、自身で責任を持って考え、行動できる。
患者情報など個人情報を守秘する責務を 理解し、 
実践できる。
医学、医療の発展、人類の福祉に貢献すること
の重要性を理解する。 

1.

2.

3.

4.
5.

6.

7.

8.

9.

10.

II. 医学知識
　慶應義塾大学医学部学生は、卒業時に、診療や
     研究の基盤となる基礎医学、臨床医学、 社会医
    学、公衆衛生学などに関する以下の領域の知識を
     習得し、応用    することができる。 

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.

正常構造・機能
遺伝、発達、成長、加齢、死
心理、行動
病因
構造・機能異常
診断、治療
疫学、予防
医療経済 

III. 診療の実践
　 慶應義塾大学医学部学生は、卒業時に、  

1.
2.
3.
4.
5.

6.

7.

患者病歴の聴取を適切に実践できる。
身体診察を適切に実践できる。
基本的臨床手技や緊急処置を安全に実践できる。
主要な検査所見の解釈ができる。
臨床推論に基づく診断過程を系統的に実践でき
る。
臨床推論の過程を反映させた診療録の作成を実
践できる。
患者の療養計画及び疾患管理・予防計画の策定
が実践できる。

IV. コミュニケーション
　 慶應義塾大学医学部学生は、卒業時に、  

1.

2.
3.

患者および家族と、傾聴、共感、支持的態度を
示すコミュニケーションを実践できる。
同僚や他の医療職とチーム医療を実践できる。
社会、地域からの医療に対するニーズを理解でき
る。

VII. 国際医療人としての資質 
　 慶應義塾大学医学部学生は、卒業時に、  

英語の医学・医療情報を入手、理解し、英語で
の情報発信ができる。 
英語以外の外国語の学習を通じて、当該言語に
よる必要な情報の入手、異文化の理解ができる。 
健康問題や疾病予防について国際的視野に立っ
て理解できる。 

1.

2.

3.

V. 医療・福祉への貢献 
　 慶應義塾大学医学部学生は、卒業時に、  
1.

2.
3.
4.

保険制度をはじめとする診療提供システムを理
解し、活用できる。 
各種医療専門職の役割を理解し、協力できる。
地域の医療資源について理解し、活用できる。
疾病予防・健康増進を理解し、その活動に参加
できる。 

VI. 科学的探究
　 慶應義塾大学医学部学生は、卒業時に、  

1.

2.
3.

4.

5.

6.

7.

医学研究が医学・医療の発展や患者の利益を目
的とすることを理解できる。
科学的思考に基づいた批判・討論ができる。
未解決の医学的問題を理解し、仮説をたてて、
それを解決する具体的な方法を立案し実践できる。
研究の立案・実践・発表における倫理的な配慮
ができる。
データベースを検索し、必要な科学情報を得る
ことができる。
実習・実験結果を適確にプレゼンテーションす
ることができる。
適切な統計手法を選択し、統計解析することが
できる。

8.

9.
10.

病状説明・患者教育を、監督・指導のもとで実 
践できる。 
医療安全・感染対策を実践できる。
電子リソースなどを用いて関連情報を検索し、 
EBMを実践できる。 



領域 1　使命と学修成果

領
域
１

13 
 

 
関連資料



慶應義塾大学医学部

領
域
１

14 
 

関連資料



領域 1　使命と学修成果

領
域
１

15 
 

 



慶應義塾大学医学部

領
域
１

16 
 

関連資料



領域 1　使命と学修成果

領
域
１

17 
 

関連資料



慶應義塾大学医学部

領
域
１

18 
 

関連資料



領域 1　使命と学修成果

領
域
１

19 
 

関連資料



慶應義塾大学医学部

領
域
１

20 
 

関連資料



領域 1　使命と学修成果

領
域
１

21 
 



慶應義塾大学医学部

領
域
１

22 
 

関連資料



領域 1　使命と学修成果

領
域
１

23 
 

 
  

関連資料



慶應義塾大学医学部

領
域
１

24 
 

 



領域 1　使命と学修成果

領
域
１

25 
 

 

関連資料



慶應義塾大学医学部

領
域
１

26 
 

  

関連資料



領域 1　使命と学修成果

領
域
１

27 
 



慶應義塾大学医学部

領
域
１

28 
 

関連資料



領域 1　使命と学修成果

領
域
１

29 
 

関連資料



慶應義塾大学医学部

領
域
１

30 
 

 



領域 1　使命と学修成果

領
域
１

31 
 

関連資料



慶應義塾大学医学部

領
域
１

32 
 

関連資料



領域 1　使命と学修成果

領
域
１

33 
 

 

 

関連資料



慶應義塾大学医学部

領
域
１

34 
 

 



領域 1　使命と学修成果

領
域
１

35 
 

 

関連資料



慶應義塾大学医学部

領
域
１

36 
 

  

関連資料



領域 1　使命と学修成果

領
域
１

37 
 

関連資料



慶應義塾大学医学部

領
域
１

38 
 



領域 1　使命と学修成果

領
域
１

39 
 

関連資料



慶應義塾大学医学部

領
域
１

40 
 

 
 

関連資料



領域 1　使命と学修成果

領
域
１

41 
 

関連資料



慶應義塾大学医学部

領
域
１

42 
 

 

 
  

関連資料



領域 1　使命と学修成果

領
域
１

43 
 

 

 

関連資料



慶應義塾大学医学部

領
域
１

44 
 

 



領域 1　使命と学修成果

領
域
１

45 
 

関連資料



慶應義塾大学医学部

領
域
１

46 
 

 



領域 1　使命と学修成果

領
域
１

47 
 

関連資料





領域２　教育プログラム

領
域
２

49 
 

 



慶應義塾大学医学部

領
域
２

50 
 

 



領域２　教育プログラム

領
域
２

51 
 

[図表３] 現行カリキュラム 
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[図表４] 卒業コンピテンス達成レベル表 

 

慶應義塾大学医学部学生は、卒業時に、
1．人間の尊厳を尊重し、患者の福利を優先して行動できる。
2．医師としてふさわしい身なり、振る舞いをすることができる。
3．医の倫理と生命倫理の原則を理解し、それに基づき、考え、行動できる。
4．法的責任・規範を遵守する。
5．医療資源、医療システムの公平性を理解し、患者、患者家族の心理・社会的要因と社会的背景
に配慮し、その立場を尊重する。

6．患者の自律性を尊重し、敬意、思いやり、共感、誠実、正直、高潔な心で、対応することができる。
7．自己の知識、技能、態度の向上を目指し、生涯にわたり自律的に学びつづけることができる。
8．独立自尊の気風を養い、自己管理・自己評価を行い、自身で責任を持って考え、行動できる。
9．患者情報など個人情報を守秘する責務を理解し、実践できる。
10．医学、医療の発展、人類の福祉に貢献することの重要性を理解する。

慶應義塾大学医学部学生は、卒業時に、診療や研究の基盤となる基礎医学、臨床医学、社会医学、
公衆衛生学などに関する以下の領域の知識を習得し、応用することができる。
1．正常構造・機能
2．遺伝、発達、成長、加齢、死
3．心理、行動
4．病因
5．構造・機能異常
6．診断、治療
7．疫学、予防
8．医療経済

慶慶應義塾大学医学部学生は、卒業時に、
1．患者病歴の聴取を適切に実践できる。
2．身体診察を適切に実践できる。
3．基本的臨床手技や緊急処置を安全に実践できる。
4．主要な検査所見の解釈ができる。
5．臨床推論に基づく診断過程を系統的に実践できる。
6．臨床推論の過程を反映させた診療録の作成を実践できる。
7．患者の療養計画及び疾患管理・予防計画の策定が実践できる。
8．病状説明・患者教育を、監督・指導のもとで実践できる。
9．医療安全・感染対策を実践できる。
10．電子リソースなどを用いて関連情報を検索し、EBMを実践できる。

慶應義塾大学医学部学生は、卒業時に、
1．患者および家族と、傾聴、共感、支持的態度を示すコミュニケーションを実践できる。
2．同僚や他の医療職とチーム医療を実践できる。
3．社会、地域からの医療に対するニーズを理解できる。

慶應義塾大学医学部学生は、卒業時に、
1．保険制度をはじめとする診療提供システムを理解し、活用できる。
2．各種医療専門職の役割を理解し、協力できる。
3．地域の医療資源について理解し、活用できる。
4．疾病予防・健康増進を理解し、その活動に参加できる。

慶應義塾大学医学部学生は、卒業時に、
1．医学研究が医学・医療の発展や患者の利益の増進を目的とすることを理解できる。
2．科学的思考に基づいた批判・討論ができる。
3．未解決の医学的問題を理解し、仮説をたてて、それを解決する具体的な方法を立案し実践
できる。
4．研究の立案・実践・発表における倫理的な配慮ができる。
5．データベースを検索し、必要な科学情報を得ることができる。
6．実習・実験結果を適確にプレゼンテーションすることができる。
7．適切な統計手法を選択し、統計解析することができる。

慶應義塾大学医学部学生は、卒業時に、
1．英語の医学・医療情報を入手、理解し、英語での情報発信ができる。
2．英語以外の外国語の学習を通じて、当該言語による必要な情報の入手、異文化の理解が
できる。
3．健康問題や疾病予防について国際的視野に立って理解できる。

診療の場で
医師としての
態度・価値観
を示せること
が単位認定
の要件である

医師としての
態度・価値観
を模擬的に
示せることが
単位認定の
要件である

基盤となる
態度・価値観
を示せること
が単位認定
の要件である

基盤となる
知識を示せる
ことが単位
認定の要件で
ある

経験する機会
はあるが、
単位認定に
関係ない

経験する機会
がない

診療の一部
として実践
できることが
単位認定の
要件である

模擬診療を
実施できる
ことが単位
認定の要件で
ある

基盤となる
態度、スキル
を示せること
が単位認定
の要件である

基盤となる
知識を示せる
ことが単位
認定の要件で
ある

経験する機会
はあるが、
単位認定に
関係ない

経験する機会
がない

診療の一部
として実践
できることが
単位認定の
要件である

模擬診療を
実施できる
ことが単位
認定の要件で
ある

基盤となる
態度、スキル
を示せること
が単位認定
の要件である

基盤となる
知識を示せる
ことが単位
認定の要件で
ある

経験する機会
はあるが、
単位認定に
関係ない

経験する機会
がない

実践できる
ことが単位
認定の要件で
ある

検証と改善
計画立案の
できることが
単位認定の
要件である

基盤となる
態度、スキル
を示せること
が単位認定
の要件である

基盤となる
知識を示せる
ことが単位
認定の要件で
ある

経験する機会
はあるが、
単位認定に
関係ない

経験する機会
がない

実践できる
ことが単位
認定の要件で
ある

研究計画の
立案、研究の
見学、参加が
単位認定の
要件である

基盤となる
態度、スキル
を示せること
が単位認定
の要件である

基盤となる
知識を示せる
ことが単位
認定の要件で
ある

経験する機会
はあるが、
単位認定に
関係ない

経験する機会
がない

実践できる
ことが単位
認定の要件で
ある

模擬的に実施
できることが
単位認定の
要件である

基盤となる
態度、スキル
を示せること
が単位認定
の要件である

基盤となる
知識を示せる
ことが単位
認定の要件で
ある

経験する機会
はあるが、
単位認定に
関係ない

経験する機会
がない

実践の場で
問題解決に
応用できる
ことが単位
認定の要件で
ある

問題解決に
応用できる
知識を示せる
ことが単位
認定の要件で
ある

基盤となる
知識を示せる
ことが単位
認定の要件で
ある

修得する機会
はあるが、
単位認定に
関係ない

修得する機会
がない
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 [図表５] 101 回生からのカリキュラム 
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 [図表３] 現行カリキュラム [図表５] 101 回生からのカリキュラム 
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[図表６] 慶應義塾大学医学部医学教育の PDCA サイクル 
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[図表 7] 臨床研修修了コンピテンシー 

大項目名称 説明文 キーワード 下位項目 下位項目説明文

I.
プロフェッ
ショナリズム 

Ⅱ．
医学知識 

医師としての責務

・倫理観を理解し，

患者中心の医療を

尊重するとともに，

生涯にわたって

学び続けることが

できる。 

診療の基盤となる

基礎医学，社会医学，

基本的な手技，

初期治療法などに

基本的な臨床検査，

基本的手技，基本的

治療法，医療記録，

診療計画，

人間の尊厳を尊重し，患者の福利
を優先して行動できる。 

医師として適切な身なり，言葉
遣い，振る舞いを実践できる。 

医の倫理と生命倫理の原則を
理解し，それに基づき，適切に
行動できる。 

診療に必要な検査, 方法を理解し, 
結果を解釈できる。 

法的責任・規範を遵守し，適切
に行動できる。 

基本的手技の適応と正しい手順
を理解し，活用できる。 

自己の資質・能力の向上を目指し，
生涯にわたり自律的に学び続け
ることができる。 

独立自尊の気風を養い，自己
管理・自己評価を行い，自身で
責任を持って考え，行動できる。  

患者情報など個人情報を守秘し，
プライバシーに配慮することが
できる。 

医療資源，医療システムの公平
性を理解し，患者とその家族の
心理・社会的要因と社会的背景
を配慮し，その立場を尊重できる。 

患者の自律性を尊重し，敬意，
思いやり，共感，誠実，正直，
高潔な心で，対応することが
できる。 

1）医師としての　
　  あり方

2）医師としての
      行動規範 

1） 基本的な臨床
        検査と評価 

2）基本的手技

3）医の倫理と
       生命倫理 

4）法的理解 

5）社会正義 

6）ヒューマニズム 

7）自己研鑽・
       生涯学習 

8）専門職として
       意識 

9）個人情報，
      プライバシー
      への配慮 

基本的資質，価値観，

法律，行動規範，

倫理綱領・規定の

遵守，医師として

の職責，患者中心，

守秘義務（個人

情報），行動科学，

生涯教育，自律的

学習。 
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関する以下の領域

の知識を修得し，

応用することが

できる。 

常に自ら臨床技能

を向上する姿勢を

もち，患者とその

家族の苦痛や不安

を配慮し，他職種

との連携の下で，

患者中心の診療を

実践することが

できる。 

鑑別診断，初期治療 

臨床技能 

臨床推論 

診療マネジメント

患者中心医療 

基本的治療法の適応と実践を
理解し，活用できる。 

医療関連法規に基づき適切かつ
診療上必要な文書を作成できる。 

保健・医療・福祉の各方面に
配慮した診療計画を立案し，
実行できる。 

患者の症状と身体所見，検査所
見に基づく適切な鑑別診断を
あげ，初期対応を理解し，活用
できる。 

緊急を要する症状や病態を判断し，
適切な初期治療を理解し，活用
できる。 

患者とその家族と良好な関係を
構築し，適切な医療面接を行う
ことができる。 

患者とその家族，他の医療者から、
患者の健康状態や心理社会的
背景に関する情報を収集できる。  

系統的かつ効率的な身体診察を
行うことができる。 

基本的臨床手技や緊急処置を
安全にかつ適切に実施できる。 

臨床推論に基づいた系統的な
鑑別診断ができる。 

患者の診療計画を的確に立案し、
疾患管理や予防を実践できる。 

患者の症状や経過、問題点、病態、
方針等を適切にプレゼンテーション
し、チームの医療者と情報共有
ができる。

3） 基本的治療法 

1）医療面接 

2）医療情報の収集  

3）身体診察 

4）臨床手技  

5）臨床推論 

6）診療
　  マネジメント 

7）プレゼン
　　テーション 

4）診療記録の作成 

5）診療計画の策定 

6）頻度の高い症状
      の種類と診断，
      初期治療法

7）緊急を要する
      症状・病態の
      初期治療法 

Ⅲ．
診療の実践 
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患者の心理・社会的

背景を踏まえながら，

患者とその家族と

良好な関係性を築き，

意思決定を支援

できる。  

患者の心理の

理解，説明，

信頼関係，

連携，社会  

社会貢献，

保険医療，

地域医療    

医療の持つ社会的

側面の重要性を理

解し，社会に貢献

することができる。 

患者とその家族の心情や苦痛を
真摯に受け止め，誠実かつ的確
な医療を実践できる。  

患者とその家族の心理・社会的
背景を理解し，誠実な態度で適切
な医師-患者関係を構築できる。 

患者とその家族に思いやりを
もってわかりやすい言葉で適切
に説明できる。

患者の主体性を尊重しながら，
患者とその家族にとって必要な
情報（医療行為の必要性・内容
・危険性・その他）をわかり
やすい言葉で説明し、その意志
決定を支援できる。 

医療関連，高齢者関連，社会福祉
に関連する法規と制度を理解し，
診療に活用できる。  

医療保険，介護保険，公費負担
医療を理解し，診療に活用できる。   

地域の保健・医療・介護・福祉
に関する事業や社会資源・
サービスを理解し，診療に活用
できる。 

地域医療，救急医療，予防医療，
緩和ケア・終末期医療を理解し，
患者中心の医療を実践できる。 

8）患者中心の医療 

1）医師̶患者
　　関係 

2）説明する能力  

3）インフォームド
　  コンセント 

1）医療・社会福祉
　  関連法規・制度 

2）医療保険，
      介護保険，
      公費負担医療 

3）保健・医療・
      介護・福祉関連
      の社会資源・
      サービス

4）地域医療，
      救急医療，
      予防医療，
      緩和ケア•
      終末期医療

 Ⅳ．
コミュニ
ケーション 

Ⅴ．
医療・

福祉への貢献 
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将来

Physician Scientist

となるための基本

姿勢を修得し，その

一歩を踏み出す

ことができる。 

国際医療人として

の視点で医療がで

きる。  

臨床と研究，

個人情報保護 

医療の質，

安全管理，

感染対策，

インシデント・

アクシデント事例，

健康管理 

患者および医療者

にとって良質かつ

安全な医療を提供

することができる。  

科学的思考に基づいた批判・討論
ができ，未解決な医学的課題に
対して解決仮説を立案できる。 

医学研究が医学・医療の発展や
患者の利益の増進を目的とする
ことを理解することができる。

臨床研究（症例報告を含む）に
おける倫理的な配慮ができる。 

データベースを検索し，必要な
科学情報を得ることができる  

統計手法を理解し，その結果を
解釈できる。  

症例報告など臨床論文を作成
できる。 

英語の医学・医療情報を入手し，
理解し，英語での情報発信や診療
ができる。 

健康問題や疾病予防について
国際的視野に立って理解できる

医療の質の向上により，人類の
福祉に貢献することの重要性を
理解し，向上に取り組むことが
できる。 

医療事故防止に関する基礎知識
を有し，医療における安全管理
を実践できる。 

感染対策に関する基礎知識を有し，
感染予防対策を実践できる。 

医療者の自己管理が患者への良質
かつ安全な医療の提供に必要で
あることを理解し，自己管理が
できる。  

1）医学研究の　　
　　意義  

2）論理的思考 

3）研究倫理，
　　個人情報保護 

4）適切な
　 情報収集能力 

5）統計学的解析 

6）論文作成 

1）英語の
　  リテラシー 

2）医学医療に
      対するグローバル
      な視点 

1）医療の質の向上 

2）安全管理 

3）感染対策

4）医療者の
      自己管理 

Ⅵ．
科学的探究 

Ⅷ．
医療安全と
医療の質  

Ⅶ．
国際医療人
としての資質 
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関連資料

医療チームの構成

員としての役割と，

患者とその家族に

関わるすべての

人々を理解し、

連携することが

できる。

多職種連携，

患者中心医療，

チーム医療，連携 

医薬品や医療機器による健康被
害の発生防止について理解し，
適切に対応できる。 

患者中心の医療を行うため，
患者に関わる各職種の役割を
理解することができる。  

医療チーム内の信頼関係を
構築し，各職種と連携できる。 

地域包括ケア等を提供するため、
関係機関や諸団体の役割を
理解し連携することができる。 

5）医薬品や医療　
　　機器における
　　健康被害 

1）チーム医療の
　　理解  

2）チーム医療の
　　実践 

3）地域との連携

Ⅸ．
チーム医療
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[図表８] 入学者の受入れに関する方針（アドミッションポリシー） 

 

　　　

「基礎臨床一体型の医学・医療の実現」の理念の下、患者中心の医療を実践し、医学・医療に貢献してきた本
学医学部は、次世代を先導し、豊かな人間性と深い知性を併せ持つ医学生を強く求める。そのために、創立者 
福澤諭吉の「一身独立（自ら考え実践する）」の教えを理解し、世界に雄飛し、患者中心の医療を実現できる
physician scientist科学的思考力を備えた医師）となりうる医療人としての資質、目的意識、モチベーションを
重視し、卒業コンピテンス※を修得しうる者を選抜する。
※卒業コンピテンス：I.プロフェッショナリズム　II.医学知識　III.診療の実践　IV.コミュニケーション　V.医療・福祉への貢献
　VI.科学的探究　VII.国際医療人としての資質
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[図表８] 入学者の受入れに関する方針（アドミッションポリシー） 

http://www.admissions.keio.ac.jp/fac/policy.html

[図表９] 教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラムポリシー） 

関連資料

　　　

「基礎臨床一体型の医学・医療の実現」の理念の下、患者中心の医療を実践し、医学・医療に貢献してきた本
学医学部は、次世代を先導し、豊かな人間性と深い知性を併せ持つ医学生を強く求める。そのために、創立者 
福澤諭吉の「一身独立（自ら考え実践する）」の教えを理解し、世界に雄飛し、患者中心の医療を実現できる
physician scientist科学的思考力を備えた医師）となりうる医療人としての資質、目的意識、モチベーションを
重視し、卒業コンピテンス※を修得しうる者を選抜する。
※卒業コンピテンス：I.プロフェッショナリズム　II.医学知識　III.診療の実践　IV.コミュニケーション　V.医療・福祉への貢献
　VI.科学的探究　VII.国際医療人としての資質

　　　

医学部では、学部教育目標「独立自尊の気風を養い、豊かな人間性と深い知性を有し、確固たる倫理観に基づ
く判断力をもち、生涯にわたって医学の研鑚を続け、医学と医療をとおして人類の福祉に貢献する人材を育成
する。」の下、学部教育課程の編成においては、卒前・卒後の一貫医学教育を目指し、一般教養科目（生物学
などの基礎理科学、英語など語学を含む）、基礎医学科目、臨床医学科目、臨床実習、臨床研修の有機的連携
を強く意識している。その中に、モデル・コア・カリキュラムの内容を盛り込むとともに、科学的思考能力を
涵養する本学独自の「自主学習」科目なども設定している。医療人としての資質を高める「プロフェッショナ
リズム教育」の重視、生涯にわたり自ら課題を発見し、解決する「自律的学習能力」、診断学・臨床推論・臨
床実習の強化による「基本的臨床能力」の確実な獲得を基本方針として、７つの卒業コンピテンス※を修得す
るための学部カリキュラムを編成・実施している。
※卒業コンピテンス：I.プロフェッショナリズム　II.医学知識　III.診療の実践　IV.コミュニケーション　V.医療・福祉への貢献
　VI.科学的探究　VII.国際医療人としての資質
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[図表１０] 卒業の認定に関する方針（ディプロマポリシー） 

 
 

I. プロフェッショナリズム
II. 医学知識
III. 診療の実践
IV. コミュニケーション
V. 医療・福祉への貢献
VI. 科学的探究
VII. 国際医療人としての資質

　　　
授与する学位 学士（医学）

日吉第1学年に設置している、外国語、人文・社会科学、基礎科学、医学基礎から構成される「基礎教育科目」
43単位の取得と、第2～6学年に設置している、基礎・社会医学系科目、総合臨床・社会医学系科目、臨床
医学系科目から構成される「専門教育科目」全科目に合格することを学位授与要件として学則で規定している。
医学部では、豊かな人間性と深い知性を併せ持つ人材の育成、基礎医学と臨床医学を融合し、実学としての
医学を高次で追究する教育・研究を目標としており、多岐にわたる学問分野の科目を必修として課すとともに、
厳格な進級・卒業条件を設定している。卒業条件に、以下に定める7つの卒業コンピテンスを修得することを
設定している。

学位（学士（医学））は、7つの卒業コンピテンスを修得し、医療プロフェッショナリズム、自律的学習能力
（生涯にわたり自ら課題を発見し、解決する能力）、基本的臨床能力を習得し、医学と医療をとおして人類の
福祉に貢献する人材に授与する。
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[図表６] 慶應義塾大学医学部医学教育の PDCA サイクル 
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